
再処理事業変更許可申請に係る変更前後対比表（第９条（その他外部衝撃）） 

本文-1 

既許可 本文 2021/4/28 提出 申請書 

＜赤字/下線：既許可からの変更箇所＞ 

最新版 整理資料に基づく補正案 

＜赤字/下線：既許可からの変更箇所＞ 

備考 

四、再処理施設の位置，構造及び設備並びに再処理

の方法 

Ａ．再処理施設の位置，構造及び設備 

ロ．再処理施設の一般構造 

 

(チ) 航空機落下，爆発及び近隣工場等の火災以外の

人為による事象 

１）有毒ガス 

安全機能を有する施設は，再処理事業所内及びそ

の周辺で発生する有毒ガスに対して安全機能を損な

わない設計とする。 

再処理施設は，想定される有毒ガスの発生に対

し，制御建屋中央制御室換気設備により，中央制御

室の居住性を損なわない設計とする。 

２）電磁的障害 

略 

 

３）再処理事業所内における化学物質の漏えい 

安全機能を有する施設は,想定される再処理事業

所内における化学物質の漏えいに対し,安全機能を

損なわない設計とする。 

安全機能を有する施設は,想定される再処理事業

所内における化学物質の漏えいに対し,制御建屋中

央制御室換気設備により,中央制御室の居住性を損

なわない設計とする。 

 

四、再処理施設の位置，構造及び設備並びに再処理の

方法 

Ａ．再処理施設の位置，構造及び設備 

ロ．再処理施設の一般構造 

 

(チ) 航空機落下，爆発及び近隣工場等の火災以外の

人為による事象 

１）有毒ガス 

安全機能を有する施設は，再処理事業所内及びそ

の周辺で発生する有毒ガスに対して安全機能を損な

わない設計とする。 

再処理施設は，想定される有毒ガスの発生に対

し，制御建屋中央制御室換気設備により，中央制御

室の居住性を損なわない設計とする。 

２）電磁的障害 

略 

 

３）再処理事業所内における化学物質の漏えい 

安全機能を有する施設は,想定される再処理事業

所内における化学物質の漏えいに対し,安全機能を

損なわない設計とする。 

安全機能を有する施設は,想定される再処理事業

所内における化学物質の漏えいに対し,制御建屋中

央制御室換気設備により,中央制御室の居住性を損

なわない設計とする。 

 

四、再処理施設の位置，構造及び設備並びに再処理

の方法 

Ａ．再処理施設の位置，構造及び設備 

ロ．再処理施設の一般構造 

 

(チ) 航空機落下，爆発及び近隣工場等の火災以外の

人為による事象 

１）有毒ガス 

安全機能を有する施設は，再処理事業所内及びそ

の周辺で発生する有毒ガスに対して安全機能を損な

わない設計とする。 

再処理施設は，想定される有毒ガスの発生に対

し，制御建屋中央制御室換気設備により，中央制御

室の居住性を損なわない設計とする。 

２）電磁的障害 

略 

 

３）再処理事業所内における化学物質の漏えい 

安全機能を有する施設は,想定される再処理事業

所内における化学物質の漏えいに対し,安全機能を

損なわない設計とする。 

安全機能を有する施設は,想定される再処理事業

所内における化学物質の漏えいに対し,制御建屋中

央制御室換気設備により,中央制御室の居住性を損

なわない設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【公開版】



再処理事業変更許可申請に係る変更前後対比表（第９条（その他外部衝撃）） 

添六-1 

既許可 本文 2021/4/28 提出 申請書 

＜赤字/下線：既許可からの変更箇所＞ 

最新版 整理資料に基づく補正案 

＜赤字/下線：既許可からの変更箇所＞ 

備考 

1.9.9 外部からの衝撃による損傷の防止 

（外部からの衝撃による損傷の防止） 

第九条 安全機能を有する施設は、想定さ

れる自然現象（地震及び津波を除く。次

項において同じ。）が発生した場合にお

いても安全機能を損なわないものでなけ

ればならない。 

２ 安全上重要な施設は、当該安全上重要

な施設に大きな影響を及ぼすおそれがあ

ると想定される自然現象により当該安全

上重要な施設に作用する衝撃及び設計基

準事故時に生ずる応力を適切に考慮した

ものでなければならない。 

３ 安全機能を有する施設は、工場等内又

はその周辺において想定される再処理施

設の安全性を損なわせる原因となるおそ

れがある事象であって人為によるもの

（故意によるものを除く。）に対して安

全機能を損なわないものでなければなら

ない。 

 

適合のための設計方針 

第３項について 

安全機能を有する施設は，設計基準において想

定される人為事象に対して再処理施設の安全性を

損なわない設計とする。 

(1) 有毒ガス 

安全機能を有する施設は，敷地内及び敷地周

辺で発生する有毒ガスに対して安全機能を損な

わない設計とする。また，再処理施設は，想定

される有毒ガスの発生に対し，制御建屋中央制

御室換気設備により，中央制御室の居住性を損

なわない設計とする。 

再処理施設周辺の固定施設で発生する可能性

のある有毒ガスとしては，六ヶ所ウラン濃縮工

場から漏えいする六ふっ化ウランが加水分解し

て発生するふっ化ウラニル及びふっ化水素を想

定する。これらの有毒ガスが，再処理施設の安

全機能に直接影響を及ぼすことは考えられな

い。また，六ヶ所ウラン濃縮工場において六ふ

っ化ウランを正圧で扱う工程における漏えい事

1.9.9 外部からの衝撃による損傷の防止 

（外部からの衝撃による損傷の防止） 

第九条 安全機能を有する施設は、想定さ

れる自然現象（地震及び津波を除く。次

項において同じ。）が発生した場合にお

いても安全機能を損なわないものでなけ

ればならない。 

２ 安全上重要な施設は、当該安全上重要

な施設に大きな影響を及ぼすおそれがあ

ると想定される自然現象により当該安全

上重要な施設に作用する衝撃及び設計基

準事故時に生ずる応力を適切に考慮した

ものでなければならない。 

３ 安全機能を有する施設は、工場等内又

はその周辺において想定される再処理施

設の安全性を損なわせる原因となるおそ

れがある事象であって人為によるもの

（故意によるものを除く。）に対して安

全機能を損なわないものでなければなら

ない。 

 

適合のための設計方針 

第３項について 

安全機能を有する施設は，設計基準において想定

される人為事象に対して再処理施設の安全性を損な

わない設計とする。 

(1) 有毒ガス 

安全機能を有する施設は，敷地内及び敷地周

辺で発生する有毒ガスに対して安全機能を損な

わない設計とする。また，再処理施設は，想定

される有毒ガスの発生に対し，制御建屋中央制

御室換気設備により，中央制御室の居住性を損

なわない設計とする。 

再処理施設周辺の固定施設で発生する可能性

のある有毒ガスとしては，六ヶ所ウラン濃縮工

場から漏えいする六ふっ化ウランが加水分解し

て発生するふっ化ウラニル及びふっ化水素を想

定する。これらの有毒ガスが，再処理施設の安

全機能に直接影響を及ぼすことは考えられな

い。また，六ヶ所ウラン濃縮工場において六ふ

っ化ウランを正圧で扱う工程における漏えい事

1.9.9 外部からの衝撃による損傷の防止 

（外部からの衝撃による損傷の防止） 

第九条 安全機能を有する施設は、想定さ

れる自然現象（地震及び津波を除く。次

項において同じ。）が発生した場合にお

いても安全機能を損なわないものでなけ

ればならない。 

２ 安全上重要な施設は、当該安全上重要

な施設に大きな影響を及ぼすおそれがあ

ると想定される自然現象により当該安全

上重要な施設に作用する衝撃及び設計基

準事故時に生ずる応力を適切に考慮した

ものでなければならない。 

３ 安全機能を有する施設は、工場等内又

はその周辺において想定される再処理施

設の安全性を損なわせる原因となるおそ

れがある事象であって人為によるもの

（故意によるものを除く。）に対して安

全機能を損なわないものでなければなら

ない。 

 

 

適合のための設計方針 

第３項について 

安全機能を有する施設は，設計基準において想

定される人為事象に対して再処理施設の安全性を

損なわない設計とする。 

(1) 有毒ガス 

安全機能を有する施設は，敷地内及び敷地周

辺で発生する有毒ガスに対して安全機能を損な

わない設計とする。また，再処理施設は，想定

される有毒ガスの発生に対し，制御建屋中央制

御室換気設備により，中央制御室の居住性を損

なわない設計とする。 

再処理施設周辺の固定施設で発生する可能性

のある有毒ガスとしては，六ヶ所ウラン濃縮工

場から漏えいする六ふっ化ウランが加水分解し

て発生するふっ化ウラニル及びふっ化水素を想

定する。これらの有毒ガスが，再処理施設の安

全機能に直接影響を及ぼすことは考えられな

い。また，六ヶ所ウラン濃縮工場において六ふ

っ化ウランを正圧で扱う工程における漏えい事

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



再処理事業変更許可申請に係る変更前後対比表（第９条（その他外部衝撃）） 

添六-2 

既許可 本文 2021/4/28 提出 申請書 

＜赤字/下線：既許可からの変更箇所＞ 

最新版 整理資料に基づく補正案 

＜赤字/下線：既許可からの変更箇所＞ 

備考 

故が発生したと仮定しても，六ふっ化ウランが

加水分解して発生するふっ化ウラニル及びふっ

化水素の濃度は公衆に対する影響が十分に小さ

い値となることから，六ヶ所ウラン濃縮工場の

敷地外に立地する再処理施設の運転員に対して

も影響を及ぼすことはない。 

再処理施設周辺の可動施設から発生する有毒

ガスについては，敷地周辺には鉄道路線がない

こと，最も近接する幹線道路については中央制

御室が設置される制御建屋までは約700ｍ離れ

ていること及び海岸から再処理施設までは約５

ｋｍ離れていることから，幹線道路及び船舶航

路にて運搬される有毒ガスが漏えいしたとして

も，再処理施設の安全機能及び運転員に影響を

及ぼすことは考え難い。 

万一，六ヶ所ウラン濃縮工場又は可動施設か

ら発生した有毒ガスが中央制御室に到達するお

それがある場合には，必要に応じて制御建屋中

央制御室換気設備の外気との連絡口を遮断し，

制御建屋の中央制御室内空気を再循環する措置

を講ずることにより，運転員への影響を防止す

ることで再処理施設の安全機能を損なわない設

計とする。使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室においても、必要に応じて外気との連

絡口を遮断し、運転員への影響を防止すること

で再処理施設の安全機能を損なわない設計とす

る。 

２）電磁的障害 

略 

 

(3) 再処理事業所内における化学物質の漏えい 

安全機能を有する施設は，想定される再処理

事業所内における化学物質の漏えいに対し，安

全機能を損なわない設計とする。 

再処理事業所内にて運搬及び貯蔵又は使用さ

れる化学物質としては，試薬建屋の機器に内包

される化学薬品，各建屋の機器に内包される化

学薬品並びに試薬建屋への受入れの際に運搬さ

れる化学物質がある。このうち，人為事象とし

て試薬建屋への受入れの際に運搬される化学物

質の漏えいを想定する。 

これらの化学物質の漏えいによる影響として

故が発生したと仮定しても，六ふっ化ウランが

加水分解して発生するふっ化ウラニル及びふっ

化水素の濃度は公衆に対する影響が十分に小さ

い値となることから，六ヶ所ウラン濃縮工場の

敷地外に立地する再処理施設の運転員に対して

も影響を及ぼすことはない。 

再処理施設周辺の可動施設から発生する有毒

ガスについては，敷地周辺には鉄道路線がない

こと，最も近接する幹線道路については中央制

御室が設置される制御建屋までは約700ｍ離れて

いること及び海岸から再処理施設までは約５ｋ

ｍ離れていることから，幹線道路及び船舶航路

にて運搬される有毒ガスが漏えいしたとして

も，再処理施設の安全機能及び運転員に影響を

及ぼすことは考え難い。 

万一，六ヶ所ウラン濃縮工場又は可動施設か

ら発生した有毒ガスが中央制御室に到達するお

それがある場合には，必要に応じて制御建屋中

央制御室換気設備の外気との連絡口を遮断し，

制御建屋の中央制御室内空気を再循環する措置

を講ずることにより，運転員への影響を防止す

ることで再処理施設の安全機能を損なわない設

計とする。使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室においても、必要に応じて外気との連

絡口を遮断し、運転員への影響を防止すること

で再処理施設の安全機能を損なわない設計とす

る。 

２）電磁的障害 

略 

 

(3) 再処理事業所内における化学物質の漏えい 

安全機能を有する施設は，想定される再処理

事業所内における化学物質の漏えいに対し，安

全機能を損なわない設計とする。 

再処理事業所内にて運搬及び貯蔵又は使用さ

れる化学物質としては，試薬建屋の機器に内包

される化学薬品，各建屋の機器に内包される化

学薬品並びに試薬建屋への受入れの際に運搬さ

れる化学物質がある。このうち，人為事象とし

て試薬建屋への受入れの際に運搬される化学物

質の漏えいを想定する。 

これらの化学物質の漏えいによる影響として

故が発生したと仮定しても，六ふっ化ウランが

加水分解して発生するふっ化ウラニル及びふっ

化水素の濃度は公衆に対する影響が十分に小さ

い値となることから，六ヶ所ウラン濃縮工場の

敷地外に立地する再処理施設の運転員に対して

も影響を及ぼすことはない。 

再処理施設周辺の可動施設から発生する有毒

ガスについては，敷地周辺には鉄道路線がない

こと，最も近接する幹線道路については中央制

御室が設置される制御建屋までは約700ｍ離れ

ていること及び海岸から再処理施設までは約５

ｋｍ離れていることから，幹線道路及び船舶航

路にて運搬される有毒ガスが漏えいしたとして

も，再処理施設の安全機能及び運転員に影響を

及ぼすことは考え難い。 

万一，六ヶ所ウラン濃縮工場又は可動施設か

ら発生した有毒ガスが中央制御室に到達するお

それがある場合には，必要に応じて制御建屋中

央制御室換気設備の外気との連絡口を遮断し，

制御建屋の中央制御室内空気を再循環する措置

を講ずることにより，運転員への影響を防止す

ることで再処理施設の安全機能を損なわない設

計とする。使用済燃料受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室においても、必要に応じて外気との連

絡口を遮断し、運転員への影響を防止すること

で再処理施設の安全機能を損なわない設計とす

る。 

２）電磁的障害 

略 

 

(3) 再処理事業所内における化学物質の漏えい 

安全機能を有する施設は，想定される再処理

事業所内における化学物質の漏えいに対し，安

全機能を損なわない設計とする。 

再処理事業所内にて運搬及び貯蔵又は使用さ

れる化学物質としては，試薬建屋の機器に内包

される化学薬品，各建屋の機器に内包される化

学薬品並びに試薬建屋への受入れの際に運搬さ

れる化学物質がある。このうち，人為事象とし

て試薬建屋への受入れの際に運搬される化学物

質の漏えいを想定する。 

これらの化学物質の漏えいによる影響として

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



再処理事業変更許可申請に係る変更前後対比表（第９条（その他外部衝撃）） 

添六-3 

既許可 本文 2021/4/28 提出 申請書 

＜赤字/下線：既許可からの変更箇所＞ 

最新版 整理資料に基づく補正案 

＜赤字/下線：既許可からの変更箇所＞ 

備考 

は，安全機能を有する施設に直接被水すること

等による安全機能への影響及び漏えいした化学

物質の反応等によって発生する有毒ガスによる

人体への影響が考えられる。このうち，屋外で

運搬又は受入れ時に化学物質の漏えいが発生し

た場合については，12条「化学薬品の漏えいに

よる損傷の防止」にて整理する。 

人体への影響の観点から，再処理施設の運転

員に対する影響を想定し，制御建屋中央制御室

換気設備は外気の連絡口を遮断し，制御建屋の

中央制御室内空気の再循環運転を行うことがで

きる設計とする。また，使用済燃料の受入れ施

設及び貯蔵施設の制御室についても，必要に応

じて外気との連絡口を遮断し制御室内空気の再

循環運転を行うことができる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．２．１ 有毒ガス 

有毒ガスの漏えいについては，固定施設（六

ヶ所ウラン濃縮工場）と可動施設（陸上輸送，

海上輸送）からの流出が考えられる。六ヶ所ウ

ラン濃縮工場から漏えいする有毒ガスについて

は，再処理施設の安全機能に直接影響を及ぼす

ことは考えられないため，再処理施設の運転員

に対する影響を想定する。六ヶ所ウラン濃縮工

場は，それらが発生した場合の周辺監視区域境

界の公衆に対する影響が小さくなるよう設計さ

れており，中央制御室の居住性を損なうことは

ない。再処理施設周辺の可動施設から発生する

有毒ガスについては，敷地周辺には鉄道路線が

ないこと，最も近接する幹線道路については中

央制御室が設置される制御建屋までは約700ｍ

離れていること及び海岸から再処理施設までは

約５ｋｍ離れていることから，幹線道路及び船

は，安全機能を有する施設に直接被水すること

等による安全機能への影響及び漏えいした化学

物質の反応等によって発生する有毒ガスによる

人体への影響が考えられる。このうち，屋外で

運搬又は受入れ時に化学物質の漏えいが発生し

た場合については，12条「化学薬品の漏えいに

よる損傷の防止」にて整理する。 

人体への影響の観点から，再処理施設の運転

員に対する影響を想定し，制御建屋中央制御室

換気設備は外気の連絡口を遮断し，制御建屋の

中央制御室内空気の再循環運転を行うことがで

きる設計とする。また，使用済燃料の受入れ施

設及び貯蔵施設の制御室についても，必要に応

じて外気との連絡口を遮断し制御室内空気の再

循環運転を行うことができる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．２．１ 有毒ガス 

有毒ガスの漏えいについては，固定施設（六

ヶ所ウラン濃縮工場）と可動施設（陸上輸送，

海上輸送）からの流出が考えられる。六ヶ所ウ

ラン濃縮工場から漏えいする有毒ガスについて

は，再処理施設の安全機能に直接影響を及ぼす

ことは考えられないため，再処理施設の運転員

に対する影響を想定する。六ヶ所ウラン濃縮工

場は，それらが発生した場合の周辺監視区域境

界の公衆に対する影響が小さくなるよう設計さ

れており，中央制御室の居住性を損なうことは

ない。再処理施設周辺の可動施設から発生する

有毒ガスについては，敷地周辺には鉄道路線が

ないこと，最も近接する幹線道路については中

央制御室が設置される制御建屋までは約700ｍ離

れていること及び海岸から再処理施設までは約

５ｋｍ離れていることから，幹線道路及び船舶

は，安全機能を有する施設に直接被水すること

等による安全機能への影響及び漏えいした化学

物質の反応等によって発生する有毒ガスによる

人体への影響が考えられる。このうち，屋外で

運搬又は受入れ時に化学物質の漏えいが発生し

た場合については，12条「化学薬品の漏えいに

よる損傷の防止」にて整理する。 

人体への影響の観点から，再処理施設の運転

員に対する影響を想定し，制御建屋中央制御室

換気設備は外気の連絡口を遮断し，制御建屋の

中央制御室内空気の再循環運転を行うことがで

きる設計とする。また，使用済燃料の受入れ施

設及び貯蔵施設の制御室についても，必要に応

じて外気との連絡口を遮断し制御室内空気の再

循環運転を行うことができる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．２．１ 有毒ガス 

有毒ガスの漏えいについては，固定施設（六

ヶ所ウラン濃縮工場）と可動施設（陸上輸送，

海上輸送）からの流出が考えられる。六ヶ所ウ

ラン濃縮工場から漏えいする有毒ガスについて

は，再処理施設の安全機能に直接影響を及ぼす

ことは考えられないため，再処理施設の運転員

に対する影響を想定する。六ヶ所ウラン濃縮工

場は，それらが発生した場合の周辺監視区域境

界の公衆に対する影響が小さくなるよう設計さ

れており，中央制御室の居住性を損なうことは

ない。再処理施設周辺の可動施設から発生する

有毒ガスについては，敷地周辺には鉄道路線が

ないこと，最も近接する幹線道路については中

央制御室が設置される制御建屋までは約700ｍ

離れていること及び海岸から再処理施設までは

約５ｋｍ離れていることから，幹線道路及び船

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



再処理事業変更許可申請に係る変更前後対比表（第９条（その他外部衝撃）） 

添六-4 

既許可 本文 2021/4/28 提出 申請書 

＜赤字/下線：既許可からの変更箇所＞ 

最新版 整理資料に基づく補正案 

＜赤字/下線：既許可からの変更箇所＞ 

備考 

舶航路にて運搬される有毒ガスが漏えいしたと

しても，再処理施設の安全機能及び中央制御室

の居住性を損なうことはない。 

再処理事業所内において化学物質を貯蔵する

施設については，化学物質が漏えいし難い設計

とする。 

制御建屋中央制御室換気設備は，近隣工場等

の火災及び航空機墜落火災による有毒ガスの発

生と同様に，外気の連絡を遮断し制御建屋の中

央制御室内空気の再循環運転を行うことができ

る設計とする。再循環運転については，中央制

御室内の酸素濃度及び二酸化炭素濃度の影響を

考慮する。これにより，再処理事業所内におい

て有毒ガスが発生した場合においても，再循環

運転を行うことで中央制御室の居住性を損なわ

ない設計とする。また，使用済燃料の受入れ施

設及び貯蔵施設の制御室については，必要に応

じて外気との連絡口を遮断し、運転員への影響

を防止することで再処理施設の安全機能を損な

わない設計とする。 

上記以外の建屋については，安全機能維持の

観点から運転員の居住性を考慮する必要はな

い。 

５．２．２ 電磁的障害 

略 

５．２．３ 再処理事業所内における化学物質の漏えい 

 

再処理事業所内にて運搬及び貯蔵又は使用さ

れる化学物質としては，試薬建屋の機器に内包

される化学薬品，各建屋の機器に内包される化

学薬品並びに試薬建屋への受入れの際に運搬さ

れる化学物質がある。再処理事業所内において

化学物質を貯蔵する施設については化学物質が

漏えいし難い設計とするため，人為事象として

試薬建屋への受入れの際に運搬される化学物質

の漏えいを想定する。 

これらの化学物質の漏えいによる影響として

は再処理施設に直接被水すること等による安全

機能への影響及び漏えいした化学物質の反応等

によって発生する有毒ガスによる人体への影響

が考えられる。 

航路にて運搬される有毒ガスが漏えいしたとし

ても，再処理施設の安全機能及び中央制御室の

居住性を損なうことはない。 

再処理事業所内において化学物質を貯蔵する

施設については，化学物質が漏えいし難い設計

とする。 

制御建屋中央制御室換気設備は，近隣工場等

の火災及び航空機墜落火災による有毒ガスの発

生と同様に，外気の連絡を遮断し制御建屋の中

央制御室内空気の再循環運転を行うことができ

る設計とする。再循環運転については，中央制

御室内の酸素濃度及び二酸化炭素濃度の影響を

考慮する。これにより，再処理事業所内におい

て有毒ガスが発生した場合においても，再循環

運転を行うことで中央制御室の居住性を損なわ

ない設計とする。また，使用済燃料の受入れ施

設及び貯蔵施設の制御室については，必要に応

じて外気との連絡口を遮断し、運転員への影響

を防止することで再処理施設の安全機能を損な

わない設計とする。 

上記以外の建屋については，安全機能維持の

観点から運転員の居住性を考慮する必要はな

い。 

５．２．２ 電磁的障害 

略 

５．２．３ 再処理事業所内における化学物質の漏えい 

 

再処理事業所内にて運搬及び貯蔵又は使用さ

れる化学物質としては，試薬建屋の機器に内包

される化学薬品，各建屋の機器に内包される化

学薬品並びに試薬建屋への受入れの際に運搬さ

れる化学物質がある。再処理事業所内において

化学物質を貯蔵する施設については化学物質が

漏えいし難い設計とするため，人為事象として

試薬建屋への受入れの際に運搬される化学物質

の漏えいを想定する。 

これらの化学物質の漏えいによる影響として

は再処理施設に直接被水すること等による安全

機能への影響及び漏えいした化学物質の反応等

によって発生する有毒ガスによる人体への影響

が考えられる。 

舶航路にて運搬される有毒ガスが漏えいしたと

しても，再処理施設の安全機能及び中央制御室

の居住性を損なうことはない。 

再処理事業所内において化学物質を貯蔵する

施設については，化学物質が漏えいし難い設計

とする。 

制御建屋中央制御室換気設備は，近隣工場等

の火災及び航空機墜落火災による有毒ガスの発

生と同様に，外気の連絡を遮断し制御建屋の中

央制御室内空気の再循環運転を行うことができ

る設計とする。再循環運転については，中央制

御室内の酸素濃度及び二酸化炭素濃度の影響を

考慮する。これにより，再処理事業所内におい

て有毒ガスが発生した場合においても，再循環

運転を行うことで中央制御室の居住性を損なわ

ない設計とする。また，使用済燃料の受入れ施

設及び貯蔵施設の制御室については，必要に応

じて外気との連絡口を遮断し、運転員への影響

を防止することで再処理施設の安全機能を損な

わない設計とする。 

上記以外の建屋については，安全機能維持の

観点から運転員の居住性を考慮する必要はな

い。 

５．２．２ 電磁的障害 

略 

５．２．３ 再処理事業所内における化学物質の漏えい 

 

再処理事業所内にて運搬及び貯蔵又は使用さ

れる化学物質としては，試薬建屋の機器に内包

される化学薬品，各建屋の機器に内包される化

学薬品，試薬建屋への受入れの際に運搬される

化学物質等がある。再処理事業所内において化

学物質を貯蔵する施設については化学物質が漏

えいし難い設計とするため，人為事象として試

薬建屋への受入れの際に運搬される化学物質の

漏えいを想定する。 

これらの化学物質の漏えいによる影響として

は再処理施設に直接被水すること等による安全

機能への影響及び漏えいした化学物質の反応等

によって発生する有毒ガスによる人体への影響

が考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
影響評価ガイドでは，屋外の機

器に内包される化学薬品及び各建

屋への受入れの際に運搬される化

学物質，薬品庫等に保管される試

薬も抽出されるため，これらを網

羅的に選定することが明確となる

ように記載を変更する。 

 



再処理事業変更許可申請に係る変更前後対比表（第９条（その他外部衝撃）） 

添六-5 

既許可 本文 2021/4/28 提出 申請書 

＜赤字/下線：既許可からの変更箇所＞ 

最新版 整理資料に基づく補正案 

＜赤字/下線：既許可からの変更箇所＞ 

備考 

屋外で運搬又は受入れ時に化学物質の漏えい

が発生した場合については，12条「化学薬品の

漏えいによる損傷の防止」で整理する。 

一方，人体への影響の観点から，再処理施設

の運転員に対する影響を想定し，制御建屋中央

制御室換気設備は，外気の連絡を遮断し制御建

屋の中央制御室内空気の再循環運転を行うこと

ができる設計とする。再循環運転については，

中央制御室内の酸素濃度及び二酸化炭素濃度の

影響を考慮する。これにより，再処理事業所内

において化学物質の漏えいが発生した場合にお

いても，再循環運転を行うことで中央制御室の

居住性を損なわない設計とする。また，使用済

燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室につい

ては，必要に応じて外気との連絡口を遮断し、

運転員への影響を防止することで再処理施設の

安全機能を損なわない設計とする。 

上記以外の建屋については，安全機能維持の

観点から運転員の居住性を考慮する必要はな

い。 

 

 

 

屋外で運搬又は受入れ時に化学物質の漏えい

が発生した場合については，12条「化学薬品の

漏えいによる損傷の防止」で整理する。 

一方，人体への影響の観点から，再処理施設

の運転員に対する影響を想定し，制御建屋中央

制御室換気設備は，外気の連絡を遮断し制御建

屋の中央制御室内空気の再循環運転を行うこと

ができる設計とする。再循環運転については，

中央制御室内の酸素濃度及び二酸化炭素濃度の

影響を考慮する。これにより，再処理事業所内

において化学物質の漏えいが発生した場合にお

いても，再循環運転を行うことで中央制御室の

居住性を損なわない設計とする。また，使用済

燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室につい

ては，必要に応じて外気との連絡口を遮断し、

運転員への影響を防止することで再処理施設の

安全機能を損なわない設計とする。 

上記以外の建屋については，安全機能維持の

観点から運転員の居住性を考慮する必要はな

い。 

 

 

屋外で運搬又は受入れ時に化学物質の漏えい

が発生した場合については，12条「化学薬品の

漏えいによる損傷の防止」で整理する。 

一方，人体への影響の観点から，再処理施設

の運転員に対する影響を想定し，制御建屋中央

制御室換気設備は，外気の連絡を遮断し制御建

屋の中央制御室内空気の再循環運転を行うこと

ができる設計とする。再循環運転については，

中央制御室内の酸素濃度及び二酸化炭素濃度の

影響を考慮する。これにより，再処理事業所内

において化学物質の漏えいが発生した場合にお

いても，再循環運転を行うことで中央制御室の

居住性を損なわない設計とする。また，使用済

燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室につい

ては，必要に応じて外気との連絡口を遮断し、

運転員への影響を防止することで再処理施設の

安全機能を損なわない設計とする。 

上記以外の建屋については，安全機能維持の

観点から運転員の居住性を考慮する必要はな

い。 

 

 

 

 




